
１．はじめに
本報告は，２０１２年６月９日，化石研究会，札幌市博

物館活動センター，サイエンス・コンソーシアム札幌

の共催によって実施されたシンポジウム「北海道から

生物進化の謎を解く―日本を往来した動物たちの軌

跡―」において著者が発表した内容を多少補足した上

で掲載したものである．
かいぎゅう

海牛（SIRENIA）という動物は，その一生を水中

で過ごす海生哺乳類の中では，現生で唯一の草食動物

である．現生するジュゴンやマナティーのほか，化石

種を含めそのほとんどの種が温かな浅い水域を好み，

体長は４mを超えないサイズである．およそ５０００万

年におよぶ海牛類の歴史の中でも，体長が７mを

超える大型のものはジュゴン科（Dugongidae）の

Hydrodamalis 属のみであり，後期中新世以降の日本，

ロシア，アメリカの北太平洋域に分布が限られてい

る．Hydrodamalis 属の直系の祖先にあたる Dusisiren

属は，体長が４m前後で，前期中新世～後期中新世

のメキシコ，アメリカ，日本から産出しており，両属

の大きな違いは体長のほか，歯を持つ Dusisiren 属と

持たない Hydrodamalis 属という点にある．Dusisiren

属から Hydrodamalis 属への大きな変化がいつ，どこ

で，どのように起こったのかは，太平洋をはさんだ日

本とアメリカから産出する両属の化石の産出年代の間

にギャップがあることから永年の謎であった．この謎

を解く鍵として，近年札幌から発見された海牛化石を

基に海牛類が大型化した時期と要因，そして，そのメ

カニズムについて検討を行ったので報告する．

２．札幌産海牛化石
１）発見の経緯
２００２年，札幌市内を流れる豊平川の中流、南区小金

湯の河床から海牛の化石が発見された（以降，「サッ

ポロカイギュウ」または本標本と呼ぶ）．発見者は，

近くに住む小学五年生の棚橋愛子さん（当時）で，普

段見かけない構造物を河床に発見し，父親の棚橋邦雄

氏に報告，棚橋氏は中学校時代の理科教員である山形

由史氏に資料の一部を見せ，これを見た山形氏が２００３

年，北海道教育大学名誉教授の木村方一氏を現地まで

案内をしたことで化石の産出が判明した（図１）．現
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According to the analysis of paleo-sea levels by Haq et al .（１９８８）, Late Miocene（１０.５Ma）

levels were extremely low. If low sea levels indicate extremely severe climate , then species of
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climatic cooling . These dramatic changes in the hydrodamalines suggest the possibility that

environmental changes influenced marine vegetation. The Hydrodamalinae changed the type of food

and their way and amount of feeding. These changes were directly connected to the enlargement of

body size and loss of functional teeth.
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地から連絡を受けた筆者は，化石発見地点において，

その資料が海牛化石であることを確認し，すぐに河川

を管理する札幌土木現業所（現：空知総合振興局札幌

建設管理部）に発掘の許可を申請しつつ，緊急を要す

ることを理由に申請日の午後から発掘作業を開始し

た．

２）分類
本資料は連続する左側前位肋骨４点と同肋骨頭と関

節した状態の胸椎横突起３点，および胸骨１点であ

る．肋骨骨体が全体に膨張した楕円柱状で，断面全体

に緻密質が発達する特徴は海牛目の属性を示している

（図２）．これまで日本から発見された海牛類化石の

うち，亜科レベル以上のタクサで分類されているもの

には，中期中新世～後期中新世のHalitheriinae 亜科

と後期中新世～更新世のHydrodamalinae 亜科の２グ

ループがある．このうち体長が７mを超える種は

Hydrodamalinae 亜科の Hydrodamalis 属のみに存在す

る．

Hydrodamalis 属の体躯の大きさを規定する指標を

図１．サッポロカイギュウの産状 図２．産出した肋骨断面
全体に緻密質が占める．スケールは２cm.

図３．Hydrodamalinae 亜科おける肋骨骨体中位部における長径・短径の値
図中の斜線を超えて大きな値を示す Dusisiren 属の肋骨はない．サッポロカイギュウの

値（■）はいずれも Hydrodamalis 属の範疇に入る．各図形横の数字は前位からの順位．
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